




校の英語教育では、5、6 学年が現在の週 1 コ
マの活動型から週 2 コマの教科型へと変更さ



















































































































































































































N 小学校の 5 年生のクラスで、教室の後ろの壁
表 1．公立小学校 3校における外国語活動の概要
学年 人数 使用教材 指導者 環境
S 小学校 5 30 Hi, friends! 1





N 小学校 5 15 Hi, friends! 1





6 27 Hi, friends! 2

















室後方を向き、HRT と JTE は黒板側、つまり
児童の背後から、Can you point to ～? などと
語りかける。その活動が終了し、児童に前を向




その後、また別の場面で JTE が再び Look at 
us. というと、その児童は今度は音声と意味を
確かめ、得心したような口調で「ルッカッタス。」




















た、中学生が How many books do you have?
ではなく、*How many do you have books? と
いう目的格が 2 つに分裂した文を作ることがあ








時折 What color?、How many books? といっ
たチャンクでのインプットを与え、「What col-
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Station, station, where is the station?
Go straight, go straight.  Here is the station. 
Thank you!
Park, park, where is the park?
Go straight, go straight.  Here is the park.
Thank you!
School, school, where is the school?
Go straight, go straight.  Here is the school.  
Thank you!
活動が盛り上がっている中、教員が Time is 





























した日、6 学年は Hi, friends! 2 Lesson5 Let’s 
go to Italy. の授業をしていた。新出表現は








 Ss： Where do you want to go?
 HRT：  I want to go to Brazil.  連れて行って
ちょうだい。
 Ss：  Go straight!  Go straight!  Stop! 
Turn... left.  ここ、ここ！
 JET： It’s here.
 Ss： It’s here!



































































　もう 1 つは、「ぐるぐるチャンツ」という 1
年分の基本表現の音読活動である。音声モデル













　他に 5 学年では、JTE や HRT の Can you 














声のみでやりとりをし、「I want to go to」や
「because I want to」の後を入れ替えることに
より、行きたい国と理由を表現できることを学
ぶ。（児童の発話例：I want to go to Finland 
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　N 小学校では、T1 が HRT、T2 は外部講師
のJTEである。指導案の作成はJTEが行うが、
教室で授業をコントロールする役割は HRT が
担う。それぞれの TTT（teacher talking time）
は同程度で、HRT も頻繁に英語で児童に語り
かける。例えば、6 学年の授業で、HRT が国
旗を指し、What country is this? と聞くと、児
童は It’s Canada! と答える。このやりとりを何
度も繰り返すが、児童が英語の国名を知らない
場合、JTE が Korea. It’s Korea. と答えてモデ
ルをして見せる。このように、新出表現はまず
JTE がモデルを示し、その後 HRT も児童と共
に使い始める。（ちなみにここで多くの児童が
図 1　Hi, friends! 2 Lesson5 
　　  Let’s go to Italy. の板書
Where do you want to go?
I want to go to  Italy
because
























　T 小学校は、T1 が HRT、T2 が併設する中










　今回の外国語活動は、HRT が T1 となって






Go straight. Turn right. から Go straight and 
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（所属学科により小 1 種と中英 2 種、もしくは
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